


どうしてこのイベントを開催することに？ 

● UXデザインに関わる資格「人間中心設計スペシャリスト/専門家」 

● 今年、ポップインサイト様から7人の合格実績が！ 

● 運営のHCD-Netから、ヒアリングさせてくださいとオファーしました 

● 資格準備や資格取得のメリット、資格の意義について考察していきます！ 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本日お送りするメンバー 

HCD-Net

HCD-Net認定 人間中心設計

専門家

株式会社ポップインサイト 
セールスマネージャー

HCD-Net認定 人間中心設計

スペシャリスト

株式会社ポップインサイト

シニアリサーチャー

HCD-Net認定 人間中心設計

スペシャリスト

株式会社ポップインサイト 
シニアリサーチャー

HCD-Net認定 人間中心設計

専門家

聞き手 モデレーター パネラー パネラー

森川 裕美  寺倉 翔太  矢作 育恵  高岩 仁 

3

伊原 力也 

HCD-Net

HCD-Net認定 人間中心設計

専門家
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人間中心設計プロセスの
計画

利用状況の
把握と明示

ユーザーの要求を
満たす設計による

解決案の作成

ユーザーの
要求事項の明示

要求事項に対する
設計の評価

設計された解決案が
ユーザーの

要求事項を満たす

「 」で国際規格化されている

インタラクティブシステムの人間中心設計に関する規格



HCD専門資格コンピタンス体系 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人間中心設計プロセスの
計画

利用状況の
把握と明示

ユーザーの要求を
満たす設計による

解決案の作成

ユーザーの
要求事項の明示

要求事項に対する
設計の評価

設計された解決案が
ユーザーの

要求事項を満たす

A11 - A13

A1 - A4

A5 - A7

A8 - A10



HCDコンピタンスマップ（スペシャリストの要件） 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どんな資格？ 

● 過去にとりくんできた人間中心設計やユーザビリティの活動を 

申請書に書き、審査・認定される形式 

● 1人につき、5人の人間中心設計専門家保持者が審査する 

● スペシャリスト452名、専門家724名の認定者 

人間中心設計専門家人間中心設計スペシャリスト 

人間中心設計の実務能力と、

マネジメント能力をあわせた、統合的な専門家

人間中心設計の基本的な

実務能力をもつ実務担当者

人間中心設計・ユーザビリティ関連の実務経験

5年以上

人間中心設計・ユーザビリティ関連の実務経験

2年以上

受験
資格

資格
概要

受験
資格

資格
概要
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アンケート結果 

実際のお気持ち教えてください！ 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アンケートにご回答いただいた方 

• ポップインサイト様とメンバーズ様、合計36名 の資格ホルダー 
• UXリサーチャー、UXデザイナー、サービスデザイナー、デザインエンジニア、 

ディレクター、アートディレクター、プロデューサー、営業 など 

取得資格  経験年数 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こんなことを聞いてみました！ 

1. 資格を受験しようと考えたきっかけは？ 

2. 受験を意識してから申し込みまでに、どんなことを考えましたか？ 
 

3. 審査書類を書き提出するまでに、どんなことを考えましたか？ 

4. 受験を終えた後の感想を教えてください！ 
 

5. あなたにとってこの資格はどんな意味を持っていますか？ 

6. 資格を取ったことで、起きた変化があれば教えてください 
 

7. HCD-Netの当時の印象と現在の印象を教えてください 

8. HCD-Netとの関わりはありますか？ 

受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後
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受験検討 
1. 資格を受験しようと考えたきっかけは？ 

2. 受験を意識してから申し込みまでに、どんなことを考えましたか？ 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受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後



��

資格を受験しようと考えたきっかけ 

● 会社/同僚の勧め 

○ 会社から資格取得を推奨され、自分のキャリアで取得できる見込みがあったため 

○ 上司からの薦め 

 

● 経験の棚卸し  
○ 経験の集大成として取得してみようと思った 

○ 自分のスキルを客観的に示せる方法はないかと考え、受験しようと思った 

 

● キャリアアップのため 

○ 自身のキャリアを伸ばす上で有用だと感じた 

 

● 信頼性/説得力を得るため 

○ UXという言葉がクライアント先でもよく出るようになり、 

「資格保有」というわかりやすい指標があると、信頼も得やすいと考えたため 

��
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��

申し込みまでに感じたこと 

● 意味があるか疑問 
○ 認定されて意味があるのか 

○ 資格を取得しても、実践できるかどうかはまた別かもしれない 

 
 

● 不安 

○ リサーチャーではない自分の経験や知識では受からないだろうな  
○ 自分の経験（年数、実案件での経験内容）で申し込み可能か不安 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運営の中のひとの見解 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● 実践者が審査を申込み、実践者が評価する資格

○ 資格のもつ意味については後ほど解説します!

● 肩書きは無関係＆教科書的なやりかたでなくても大丈夫

○ 実現可能な範囲で、少しでもユーザーに近い人への調査や評価をもとに

デザインすること、その結果を仮説検証することが重要

○ 厳密的なやりかたでなくても、例えば同僚や知り合いへのリサーチからでもよい

○ ボトムアップでなんとか実践しようとしている人は審査では評価される

○ ただし、ユーザーの根拠がログ分析だけだと厳しいかも（whyが不明だから） 



審査書類記入 
3. 審査書類を書き提出するまでに、 どんなことを考えましたか？ 

4. 受験を終えた後の感想を教えてください！ 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受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後



審査書類とは...？ 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��

書類を書き始めたときの気持ち 

● 何を書くべきか理解するのが大変 

○ 受験シートの項目を理解するまでが大変 

○ 何を書くべきなのか設問が抽象的でわからない 

○ 行ってきた業務のどの部分がどのコンピテンシーに当たるのか悩んだ 

 

● 思い出すのが大変 

○ 何年も前のことで、具体的なことを思い出せない部分があり辛い 

 

● 量が多い 

○ 記述する文章量が膨大で大変 

○ シートを埋めるのがつらい 

○ 人間中心設計の審査書類が人間中心設計されていないと感じた 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��

受験後の気持ち（ポジティブ派） 

● やることに価値があった 

○ これまでの取り組みを整理することができ、振り返りとして非常によい 

○ できることや未経験のことが何かを棚卸しする良い機会になった 

○ どういう取り組みが不足しているか、伸ばしたいことはなにかなどを 

考えるきっかけになったので、受験することそのものに価値があった 

 

● HCDプロセスの理解が進んだ 

○ HCDのプロセスに合わせて案件の内容を書き出していくことで、 

HCDプロセスの理解がぐっと進んだように感じた 

○ 自分がやっているHCDプロセスを改めて振り返ることができ、 

より意識的にプロセスを回すことができるようになった気がする 

 

● 達成感 

○ 長かったですが、絶大な充実感・達成感・安心感を得られた 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��

受験後の気持ち（ネガティブ派）  

● 時間がかかる 
○ レポートを書くのに思った以上に時間がかかった 

○ 期日までに全然書ききれなかった 

○ 計画的に取り組むべきであった 

 

● 疲れた 

○ 疲れた、しばらく忘れよう 

○ 無だった 

○ やっと書類作成から解放される喜び 

 

● 手応えがない 

○ なにが正解かわからなくて手応えがない 

○ フィードバックがあるかわからなかったので、合格したとしても、 

何ができて何ができないのかよくわからない状態は変わらなさそう 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運営の中のひとの見解 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● 書類を書くのは大変... 🙇🙇♀ 

○ コンピタンスの理解が必要 

○ 実践ぶりを文字で書き表すには一定の分量が必要 

 

● 申請書と対話してHCDが理解できる（かもしれない） 

○ 職務経歴の棚卸しになる 

○ コンピタンスに当てはめて言語化することで、自分が何をしてきたか整理される 

○ 足りないコンピタンスが認識でき、次の学習に役立つ 

○ たとえ受からなくてもいい経験だったと言う方も 

○ より多くの人がこの体験が得られるように、書類のUXは改善します🙇🙇♀ 



認定後 
5. あなたにとってこの資格は どんな意味を持っているかを教えてください 

6. 資格を取ったことで、起きた変化があれば教えてください 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受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後



��

資格の意味と認定後に起こった変化（個人） 

● 自信につながる 

○ 自分のやってることは、そんなに間違ってはいないという安心感 

○ UXに関するスキルの有無を判断する基準としては、今のところ 

この資格しかないので、お墨付きを得たことで自分の自信につながりそう 

 

● 学習のきっかけ 

○ 業務内外において大きく視野が広がり、担当業務により深く取り込めるようになった 

○ HCDへの理解がまだまだ不足している面を痛感しており、さらに詳しく学びたくなる 

○ 有資格者を名乗る以上、期待に応えられる人材として日々学ぶ意識が高まった 

 

● 資格はスタート地点 
○ 当時はお墨付きのイメージでしたが、 

現在は取得できたら「スタート地点に立てた」というイメージ 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��

資格の意味と認定後に起こった変化（顧客や組織） 

● 対外的な説得力・信頼 

○ クライアント向けには「人間中心設計のプロ」の肩書き、 

社内向けには「人間中心設計にある程度理解がある」という証明 

○ 資格を持っていたほうが言動に説得力が付きクライアントを巻き込みやすいと感じる 

○ 改善ポイントなどの提案をすんなり聞き入れてくれるようになる印象 

 

● 業務範囲の変化 

○ サイト制作や広告接点など部分最適な取り組みから、 
プロジェクト横断視点でのHCDまで視座を上げる意識が芽生えた 

○ 今まではビジュアルデザインの案件ばかりだったが、 
企画や構成を考えるところからできる案件が増えた 

 

● 肩書きが増えた 

○ （資格を取った人が増えたので）、この資格や同等のスキル・経験を持つ 
「シニアリサーチャー」という新たな肩書が会社に出現した 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��

資格の意味と認定後に起こった変化（あまりない） 

● 取ること自体に意味はない 

○ 勉強するための題材であって、資格を取ることに意味はない 

 

● アイスブレイク程度 
○ 自己紹介や名刺交換時にちょっと話題にできる 

 

● 特にない 
○ すごいねと言われたが他には特になし 
○ 取得時に所属していた企業では特に変化ありません 

 

 

24



運営の中のひとの見解 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https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/guide/security/kaisai_h21/dai37/h210701gl.pdfhttps://webtan.impress.co.jp/e/2009/07/29/6057

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/guide/security/kaisai_h21/dai37/h210701gl.pdf
https://webtan.impress.co.jp/e/2009/07/29/6057


運営の中のひとの見解 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● 対個人 

○ 自信につながる、学習のきっかけ、（ある意味で）スタート地点 

○ HCDという視野を獲得できる、HCDという土台で議論できる 

● 対顧客 

○ 対外的な説得力・信頼を一定レベルまで獲得できる 

○ 発注されやすくなる、価格を上げる根拠になるという声がある  

■ 電子政府ユーザビリティガイドラインに基づく発注要件を満たすのが資格設立の目的  

● 対組織 

○ （企画側を理解することによる）業務範囲の変化 or 範囲の拡大、肩書きの変化 

○ 資格ホルダーの活動により、組織がHCDを前提にした形に変化（するかも） 



ところで… HCD-Net ってご存知ですか？ 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HCD-Netってなに？ 

特定非営利活動法人

人間中心設計推進機構

● 2005年設立

● 約800名の会員

● 5つの領域で活動

● HCDの普及啓発、発展

● 講演会、セミナー、調査・研究など
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運営団体の印象、関わり 
7. HCD-Netの当時の印象と現在の印象を教えてください 

8. HCD-Netとの関わりはありますか？ 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受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後



HCD-Netの当時の印象と、受験後の現在の印象 

● 資格の管理団体 

○ 資格を管理しているところ 
 

● まともではありそう 

○ よくある不可思議な資格ではなく、 

学術的に整備されているんだと思った 

 

● アカデミック感  

○ 難しい事いってる 

○ 敷居が高い印象 

○ 現場での実践というより、理論などを研究

をされている方々が加盟している 

● 資格以外に何してるの？

○ 資格以外に何をしている団体かわからない

● HCD団体なのにわかりづらい

○ HCDの団体なのに、未だに諸々使いづらい、わか

りづらいものが多い

 

● 資格以外の活動もあって、意外と現場

• 資格を取らせるのが目的ではなく、HCD関係者を増

やしたり研究を進めたい機関だった

• イベントや情報発信が業界動向の参考になる

• 実は現場の方々が沢山参加していて、いかに現場

で広げていくかなど尽力されている
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当時... 現在...



��

HCD-Netとの関わり 

• 関わりがない 

• 関わる接点と理由がない 

• 固い感じがしてとっつきにくい 

• すでにコミュニティや関係性が強そうで内輪感がある 

• 関わりがあることを初めて知った（告知とか来てるんですか？） 

• あまり情報の発信がされていない印象 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いまは「HCD-Net ＝ 資格の団体」になっている



本来の狙いとギャップ  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受験検討

運営団体の印
象、関わり

審査書類記入

認定後 HCD実践者を認定して...

実践者のスキルアップの機会を作ったり、 

知識のシェアといった活動に参加してもらいたい 

<< 越えられない壁 >>

まず資格が認知される



HCD-Netのイベント 

https://www.hcdnet.org/hcd/event/ 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https://www.hcdnet.org/hcd/event/


HCD-Net slack 

https://hcd-net.slack.com/join/shared_invite/zt
-cdyokv69-Yf14Uan1HfvlmgtOb5Gd~w#/

34

https://hcd-net.slack.com/join/shared_invite/zt-cdyokv69-Yf14Uan1HfvlmgtOb5Gd~w#/
https://hcd-net.slack.com/join/shared_invite/zt-cdyokv69-Yf14Uan1HfvlmgtOb5Gd~w#/


本日のまとめ 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まとめ 

イメージ 運営の中のひとの見解

どんな資格？筆記試験？ ● 実務経験を記載して認定してもらう方式

偉い人がお墨付きを与える？  ● 実践者が審査を申込み、実践者が評価する資格

厳密なリサーチ経験が必要？ ● 肩書きは無関係＆教科書的なやりかたでなくても大丈夫

申請が難しくて大変？
● 書類を書くのは大変...🙇🙇♀ 

● 申請書と対話してHCDが理解できる（かもしれない）  

資格のメリットは？

● 対自身：自信、HCDという視野の獲得、学習の起点

● 対顧客：信頼/説得力を得て価値を上げる根拠になるという声も

● 対組織：業務範囲の変化や拡大、組織変革への入り口

HCD-Netは資格の団体？
● 資格は入り口だが、うまく伝わっていない部分がある

● 研究会だけでなく、現場での実践のセミナー等も多数開催
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資格ホルダーのみなさんよりひとこと 

 

 

 

今回の取り組みの感想と、 

これから受験を検討している人へメッセージをお願いします！ 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資格に興味が出てきたら……？ 

38https://www.hcdnet.org/certified/

https://www.hcdnet.org/certified/


認定者インタビュー 

https://sites.google.com/hcdnet.tokyo/nintei-professional-interview/
39

https://sites.google.com/hcdnet.tokyo/nintei-professional-interview/



